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組織現勢（６月１日現在）

組　合　員　数 19，692 人
出　資　口　数 150，907 口
4・5月の新規加入 32 人
4・5月の増資口数 493 口

城南福祉医療協会の各診療所でも受けられます
　特定健康診査・長寿健康診査（後期高齢者健康診査）が
　はじまりました

　大田区特定健康診査・品川区国保基本健診
対象　40歳～ 74歳で大田区・品川区の国民健康保険加入

者
　　　国民健康保険以外の方は加入している保険者にお問

い合わせ下さい（国保以外は負担金が発生する場合
があります）。

期間　大田区は受診票到着日～３月末日まで、品川区は受
診券到着日～１月末日まで

　大田区健診項目：基本項目＝問診・身体計測・身体診察・
　　　　　　　　　血圧測定・尿検査・血液検査
　　追加項目（医師の判断により受診）＝心電図　胸部Ⅹ
　　　　　　　　　線など
　品川区健診内容：全員実施＝問診・身体測定・血圧測定・
　　　　　　　　　尿検査・血液検査
　　医師の判断により、心電図検査・眼底検査を実施する
　　場合があります
　　（受診者の希望で実施するものではありません）。

　大田区長寿健康診査（後期高齢者）健診・
　品川区後期高齢者健康診査
対象　75歳以上で大田区・品川区の後期高齢者医療証を

お持ちの方
期間　大田区は受診票到着～３月末日まで、品川区は受診

券到着（または75歳の誕生日以降）～１月末日まで
　大田区健診項目：診察（問診、計測、血圧測定等）・血
　　　　　　　　　液検査・尿検査
　　追加項目（心電図、胸部Ⅹ線等）など
　品川区健診内容：問診・血圧・身体測定・尿検査（蛋白・
　　　　　　　　　糖・潜血）・血液検査
　　医師の判断により、眼底検査と心電図検査を実施する
　　ことがあります
　　（受診者の希望で実施するものではありません）。

★受診票（券）・保険証をお持ち下さい。
★社会保険加入の家族の方は、加入する保険者から受診票
（券）を取り寄せて下さい（負担金が発生する場合があ
ります）。

様
々
な
平
和
の
取
り

組
み
に
参
加
し
て　

　

城
南
保
健
生
協
は
「
平
和
で
な
け

平和でなければ健康はありえない平和でなければ健康はありえない

れ
ば
健
康
は
あ
り
え
な
い
」
と
い
う

立
場
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
や

行
動
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
ロ
シ
ア

の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
の
中
で
、
日
本

で
も
さ
ま
ざ
ま
な
声
が
聞
こ
え
て
き

ま
す
。
「
も
し
相
手
が
攻
め
て
き
た

ら
ど
う
す
る
ん
だ
」
「
日
本
も
軍
備

を
持
つ
べ
き
」
「
自
衛
隊
を
憲
法
９

条
に
明
記
す
べ
き
」
「
改
憲
す
べ
き

だ
」
「
平
和
ボ
ケ
な
ん
じ
ゃ
な
い

か
」
…
。

　

こ
の
場
で
、
す
べ
て
書
く
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
が
、
今
、
私
た
ち
は
、

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
大
い
に
話
し
合

う
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
考

え
方
が
違
っ
た
っ
て
、
と
に
か
く
話

し
合
う
こ
と
か
と
…
。

　

「
平
和
ボ
ケ
」
？　

こ
の
こ
と
に

つ
い
て
は
、
私
自
身
は
個
人
的
に
は
、

も
の
申
し
た
い
。

　

私
は
入
職
し
て
、
３３
年
に
な
り
ま

す
が
、
メ
ー
デ
ー
、
憲
法
集
会
、
国

民
平
和
大
行
進
は
、
ほ
ぼ
毎
年
参
加

し
て
い
ま
す
（
数
回
だ
け
留
守
番
で

欠
席
が
あ
り
ま
す
）
。
あ
な
た
一
人

が
参
加
し
た
か
ら
っ
て
何
か
が
変
わ

る
の
？　

そ
ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
１
人
が
１０
人
、
１
０
０
０
人
に
、

１
万
人
に
、
１
０
０
万
人
に
…
。
取

り
組
ま
な
け
れ
ば
ゼ
ロ
で
す
。
こ
ん

な
地
道
な
取
り
組
み
が
、
９
条
を
守

り
、
改
憲
を
許
さ
な
か
っ
た
と
考
え

て
い
ま
す
。
「
平
和
ボ
ケ
」
？　

と

ん
で
も
な
い
。
「
平
和
」
を
守
る
活

動
を
地
道
に
続
け
て
き
た
の
で
す
。

　

ま
も
な
く
参
議
院
選
挙
で
す
。
メ

デ
ィ
ア
や
ネ
ッ
ト
上
で
は
、
改
憲
派

が
す
ご
い
勢
い
で
書
き
込
み
も
し
て

い
ま
す
。
私
は
、
し
っ
か
り
し
た
考

え
を
持
ち
、
意
思
表
示
を
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
選
挙
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

（
事
務
局
員
）

　

第
93　
回
中
央
メ
ー
デ
ー　

５
月
１
日
㈰

　

メ
ー
デ
ー
は
、
労
働
者
の
祭
典
で

あ
り
、
労
働
者
が
団
結
し
て
権
利
を

要
求
す
る
日
で
あ
り
、
世
界
的
に
５

月
１
日
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

「
労
働
者
の
日
」
と
し
て
の
メ
ー

デ
ー
は
１
８
８
６
年
５
月
１
日
に
、

シ
カ
ゴ
を
中
心
に
８
時
間
労
働
制
要

求
の
統
一
ス
ト
ラ
イ
キ
を
行
っ
た
の

が
起
源
で
す
。
日
本
で
は
、
１
９
２

０
年
５
月
２
日
に
第
１
回
メ
ー
デ
ー

が
上
野
公
園
で
行
わ
れ
、
お
よ
そ
１

万
人
の
労
働
者
が
「
８
時
間
労
働
制

の
実
施
」
「
失
業
の
防
止
」
「
最
低

賃
金
法
の
制
定
」
な
ど
を
訴
え
て
い

ま
す
。
１
９
４
６
年
の
メ
ー
デ
ー
は

「
働
け
る
だ
け
喰
わ
せ
ろ
」
を
ス
ロ

ー
ガ
ン
に
全
国
で
１
０
０
万
人
が
集

ま
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。
１
９
５
２

年
の
第
２３
回
大
会
は
、
日
米
安
全
保

障
条
約
へ
の
抗
議
も
主
張
に
含
ま
れ
、

デ
モ
隊
の
一
部
が
警
官
隊
と
衝
突
し
、

流
血
の
惨
事
と
な
っ
た
「
血
の
メ
ー

デ
ー
事
件
」
も
あ
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
日
本
の
メ
ー
デ
ー
は
、
大

き
く
は
「
全
労
連
」
系
、「
連
合
」
系
、

「
全
労
協
」
系
の
３
つ
が
中
心
の
よ

う
で
す
が
、
今
回
の
第
９３
回
メ
ー
デ

ー
で
は
、
「
全
労
連
」
系
と
「
全
労

協
」
系
が
「
共
通
ス
ロ
ー
ガ
ン
」
を

掲
げ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
９
条
改

憲
反
対
も
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
掲
げ

て
い
ま
す
。
私
が
参
加
し
た
、
代
々

木
公
園
で
の
中
央
メ
ー
デ
ー
は
、
人

数
制
限
の
下
、
３
年
ぶ
り
に
２
９
０

０
人
の
参
加
で
し
た
。

　

あ
る
人
は
、
メ
ー
デ
ー
は
「
働
く

人
た
ち
が
、
ず
っ
と
元
気
に
仕
事
が

で
き
る
よ
う
に
、
み
ん
な
で
協
力
し

あ
う
こ
と
を
確
か
め
る
場
」
と
言
っ

て
い
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
要
素

も
あ
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
「
コ

ロ
ナ
解
雇
」
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
」

「
原
発
ゼ
ロ
」
「
反
戦
平
和
」
な
ど

「
た
た
か
う
メ
ー
デ
ー
」
も
大
切
な

要
素
と
感
じ
て
い
ま
す
。
来
年
は
ぜ

ひ
ご
一
緒
に
！　

　
改
憲
発
議
許
さ
な
い
！

　
守
ろ
う
平
和
と
い
の
ち
と
く
ら
し

２
０
２
２
憲
法
大
集
会　
５
月
３
日
㈫　

　

日
本
国
憲
法
施
行
か
ら
７５
年
を
迎

え
た
憲
法
記
念
日
の
５
月
３
日
、
３

年
ぶ
り
（
過
去
２
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で

中
止
）
に
有
明
防
災
公
園
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
１
万
５
千
人
の
参
加
で
し

た
。
城
南
保
健
生
協
の
組
合
員
さ
ん

も
多
数
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
平
和
団

体
の
代
表
の
方
は
、
「
９
条
が
非
現

実
的
」
と
い
う
人
に
「
敵
基
地
攻
撃

能
力
や
核
保
有
で
国
民
の
命
を
守
れ

る
の
か
問
い
た
い
」
「
国
民
の
生
活

を
圧
迫
し
、
平
和
が
壊
れ
る
だ
け

だ
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

弁
護
士
は
、
「
残
念
な
が
ら
９
条

は
戦
後
最
大
の
危
機
を
む
か
え
て
い

る
」
「
市
民
の
尊
い
犠
牲
の
末
、
戦

争
の
惨
禍
を
起
こ
さ
せ
な
い
と
誓
い
、

日
本
国
憲
法
を
定
め
た
。
こ
の
決
意

を
捨
て
去
っ
て
よ
い
わ
け
が
な
い
」

と
述
べ
ま
し
た
。

　

政
治
学
の
教
授
は
、
「
戦
争
を
防

ぐ
に
は
、
先
に
攻
め
る
つ
も
り
が
な

い
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
重
要
で
、

９
条
を
な
く
せ
ば
抑
止
力
に
頼
る
し

か
な
く
な
り
無
限
の
軍
拡
に
つ
な
が

る
。
９
条
を
守
る
こ
と
が
無
限
の
安

全
保
障
に
つ
な
が
る
」
と
述
べ
ま
し

た
。

　

２
０
２
２
年
原
水
爆
禁
止
国
民
平
和
大
行
進

５
月
７
日
㈯　

　

国
民
平
和
大
行
進
は
１
９
５
８
年
、

被
爆
地
広
島
か
ら
第
４
回
原
水
爆
禁

止
世
界
大
会
が
開
か
れ
る
東
京
に
向

け
た
行
進
と
し
て
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

「
歩
く
」
と
い
う
多
く
の
方
々
が
で

き
る
行
動
で
、
共
感
を
広
げ
１
０
０

万
人
の
大
行
進
に
な
り
ま
し
た
。
そ

れ
以
来
、
広
島
、
長
崎
ま
で
５９
年
間

続
い
て
い
ま
す
。
す
べ
て
の
都
道
府

県
を
通
る
国
内
で
最
大
規
模
の
反
核

平
和
運
動
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

城
南
保
健
生
協
か
ら
も
毎
年
、
多

く
の
組
合
員
、
職
員
が
参
加
し
て
い

ま
す
。
品
川
区
に
お
住
ま
い
の
方
は

青
物
横
丁
駅
か
ら
、
大
田
区
に
お
住

ま
い
の
方
は
平
和
の
森
公
園
か
ら
参

加
さ
れ
た
方
が
多
く
、
多
摩
川
六
郷

土
手
公
園
で
、
神
奈
川
県
へ
の
引
き

継
ぎ
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
の
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
は
、

８
月
４
日
～
６
日
ま
で
広
島
大
会
を

中
心
に
行
わ
れ
ま
す
。
城
南
保
健
生

協
で
は
、
平
和
の
取
り
組
み
の
一
環

に
役
立
て
る
た
め
に
「
そ
う
め
ん
」

販
売
も
行
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

憲
法
改
悪
を
許
さ
な
い
全
国
署
名

い
の
ち
・
く
ら
し
、
平
和
を
守
る
た
め

の
署
名
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
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憲法改悪は許さない！

オンラインも交えて開催

平和への願いをつなぎました


